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広報各務原

新たな各務原の物語が誕生

かかみがはらっこ●緑陽中学校
みんな集合● NPO 法人 ナルク各務原

クローズアップ●柴川菜月さん
写真で振り返る50 年●1977 年「東海中央病院移転」

「明るく住みよい都市づくり」をめざして
市長とまちづくりを語る会

男依歌舞伎～娘道成寺

秋のブックフェスティバル

KAKAMIGAHARA CITY
50th ANNIVERSARY

市制施行50周年

【市制施行 50 周年　伊勢型紙でつくる 50】

伊勢型紙サークルの皆さんが、50周年の
ロゴマークを作ってくれました。伝統の技
術で描かれた「50」が、いつもに増して
味わい深く感じられます。

協力 / 伊勢型紙サークル 結
ゆい

の会



男お

依よ

り

歌か

ぶ

き

舞
伎

　

市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
企
画
・

制
作
さ
れ
た「
男
依
歌
舞
伎
」。伝
統
の「
子

供
歌
舞
伎
」
で
知
ら
れ
る
村
国
座
を
会
場

に
、
郷
土
の
英
雄
で
あ
る
村
国
男
依
を
主

題
に
取
り
上
げ
た
演
目
で
す
。

　

歌
舞
伎
を
演
じ
る
の
は
、
４
月
の
出
演

者
募
集
に
応
募
し
た
女
性
14
人
。
主
役
の

男
依
を
慕
う
白し

ら
び
ょ
う
し

拍
子
役
を
、
中
部
学
院
大

学
各
務
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
大
学
生
、

柴
川
菜
月
さ
ん
が
つ
と
め
ま
す
（
17
ペ
ー

ジ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
参
照
）。

　
「
男
依
歌
舞
伎
」
の
脚
色
・
演
出
、
出

演
者
の
指
導
は
、
名
古
屋
を
拠
点
に
活
動

す
る
「
名
古
屋
む
す
め
歌
舞
伎
」
代
表
の

市
川
櫻お

う

香か

さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。
伝
統

的
な
歌
舞
伎
の
演
目
で
あ
る
「
娘
道
成

寺
」
を
軸
に
、歴
史
ロ
マ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス
。

男
依
と
白
拍
子
と
の
悲
恋
を
テ
ー
マ
に
し

た
、
美
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
稽
古
で
本
番
に
臨
む

　

11
月
の
公
演
に
向
け
、
着
々
と
準
備
が

進
み
、
６
月
か
ら
は
週
１
回
の
本
格
的
な

稽
古
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

出
演
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
、
歌
舞
伎
を
演

じ
る
の
は
初
め
て
。
独
特
の
所
作
や
セ
リ

フ
回
し
は
も
ち
ろ
ん
、
礼
儀
作
法
や
立
居

振
舞
な
ど
の
伝
統
文
化
も
学
び
な
が
ら
、

公
演
に
向
け
猛
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。

優
美
な
女
性
た
ち
が
紡つ

む

ぐ
、古
代
各
務
原
の
物
語

　

壬じ
ん
し
ん申

の
乱
（
６
７
２
年
）
で
活
躍
し
た
、
各
務
原
出
身
の
豪
族

村む
ら
く
に
の
お
よ
り

国
男
依
。
国
指
定
文
化
財
「
村
国
座
」
を
舞
台
に
、
英
雄
の
物

語
を
演
じ
る
の
は
、
厳
し
い
稽
古
を
積
ん
だ
女
性
た
ち
―
―

「
男
依
歌
舞
伎
～
娘
道
成
寺
」。
今
秋
新
た
に
誕
生
し
ま
す
。

主演をつとめる柴川菜月さん（写真右）稽古に臨む
出演者たちの表情は真剣そのもの。着物姿で発声練
習や所作の稽古に取り組む（写真下・左）

～
娘む

す
め

道ど

う

成じ
ょ
う

寺じ
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待
望
の
初
公
演
は
11
月
３
日

　

子
供
歌
舞
伎
の
伝
統
が
息
づ
く
各
務
原

の
、
新
た
な
伝
統
文
化
と
し
て
誕
生
し
た

「
男
依
歌
舞
伎
」。

　

そ
の
記
念
す
べ
き
初
公
演
は
、
各
務
お

が
せ
町
の
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

「
村
国
座
」
で
、
11
月
３
日
（
日
）
に
昼

と
夜
の
２
回
公
演

と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

郷
土
の
英
雄
と

歴
史
を
テ
ー
マ
に

し
た
美
し
い
恋
物

語
。
ぜ
ひ
会
場
で

お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時　

11
月
３
日
（
日
）
▽
昼
公
演
＝
正

午
～
▽
夜
公
演
＝
午
後
５
時
～

場
所　

村
国
座
（
各
務
お
が
せ
町
３
）

定
員　

各
２
０
０
人
（
申
込
順
）

費
用　

２
０
０
０
円

前
売
券　

９
月
18
日　

午
前
10
時
～
市
文

化
財
課
（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
７
階
）、

市
民
会
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
（
Ｐ
コ
ー
ド
４
３
２
―
０
２
３
）

備
考　

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

詳
細　

文
化
財
課
内
市
文
化
遺
産
活
用
実

行
委
員
会
事
務
局
☎
０
５
８（
３
８
３
）１

４
７
５

―
各
務
原
を
舞
台
に
し
た
、
新
た
な
歌
舞

伎
の
演
目
と
い
う
こ
と
で
す
が

　

各
務
原
は
、
素
敵
な
川
や
山
が
あ
り
、

古
墳
な
ど
も
多
く
て
、
歴
史
を
大
事
に
す

る
土
地
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

歌
舞
伎
を
上
演
す
る
こ
と
で
、
男
依
と

い
う
、
こ
の
土
地
を
切
り
拓
い
た
人
物
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

ー
会
場
は
国
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
村
国

座
で
す
ね

　

と
て
も
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
す
。
修
復

さ
れ
、と
て
も
清
潔
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、

大
切
に
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
想
い
を

感
じ
ま
す
。

―
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

出
演
す
る
女
性
た
ち
は
、
歌
舞
伎
だ
け

で
な
く
日
本
の
文
化
や
風
習
な
ど
も
学
び

な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
女

た
ち
の
、
生
き
生
き
と
し
た
素
晴
ら
し
い

演
技
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

「
魅
力
的
な
古
代
各
務
原
の
物
語
。

ぜ
ひ
会
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」

名古屋むすめ歌舞伎
代表 市川櫻香 さん

稽古は中部学院大学のグローリアホールのほか、
当日の舞台となる村国座でも行われる。稽古の
回を重ねるごとに、素人だった出演者たちも歌
舞伎役者の姿へと近づいている。

村国座
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市長と
まちづくりを
語る会

　市では、「明るく住みよい都市づくり」をめざして、「市長とまち
づくりを語る会」をはじめ、幅広い広聴活動を行っています。
　今年度も各地区の自治会の皆さんと、「市長とまちづくりを語る
会」を開催しました。各会場で出された意見や要望の中から、特に
市民の皆さんにかかわりのある内容についてご紹介します。
　詳細　市民活動推進課☎058-383-1662

　

現
在
、
防
犯
灯
は
、
自
治
会
か
ら
の

申
請
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
、
電
気

料
金
の
支
払
い
や
電
球
交
換
な
ど
の
維

持
管
理
は
各
自
治
会
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
個
数
は
年
々
増
加
す

る
と
思
わ
れ
、
自
治
会
に
お
願
い
し
て

い
る
電
気
料
金
の
負
担
を
軽
減
す
る
対

策
が
必
要
で
す
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
を
全

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用

を
要
す
る
た
め
、
早
期
に
交
換
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
費
用
を
見
据
え
な

が
ら
、
新
設
す
る
防
犯
灯
か
ら
順
次
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
使
え
な
く
な
っ

た
既
設
防
犯
灯
の
機
器
自
体
の
取
り
替

え
も
、
市
の
負
担
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

電
気
料
金
・
球
換
え
な
ど
の
維
持
管
理

費
用
の
削
減
や
労
力
だ
け
で
な
く
、
二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
な
ど
環
境
面
に
も

有
効
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

平成
25年度

市
内
全
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
ほ
し
い
。

　

川
島
振
興
事
務
所
庁
舎
は
、
平
成
10

年
度
、
町
時
代
に
実
施
し
た
耐
震
診
断

調
査
で
「
被
害
を
防
ぐ
た
め
相
当
な
補

強
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
の

耐
震
判
定
を
受
け
て
お
り
、
対
応
が
必

要
で
す
。

　

公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
、
災

害
時
に
地
域
の
避
難
所
と
な
る
学
校
施

設
の
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
早
急
な
耐

震
化
を
進
め
て
お
り
、
平
成
26
年
度
末

ま
で
に
全
小
中
学

校
が
耐
震
化
さ
れ

ま
す
。

　

学
校
施
設
を
耐

震
化
し
た
後
、
市

役
所
本
庁
舎
を
含

む
そ
の
他
の
公
共

施
設
の
耐
震
化
に

つ
い
て
、
整
備
方
法
や
時
期
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。
川
島
振
興
事
務
所
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
場
所
周
辺
で
の
建

て
替
え
を
基
本
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

川
島
振
興
事
務
所
庁
舎
を
、
現
在
の
場
所
周
辺
の

川
島
地
区
中
心
部
で
建
て
替
え
て
ほ
し
い
。
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※
利
用
者
の
要
求
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
て

価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
し
た
公
園
の
再
生
を
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
本
数
の
増
便
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式（
※
）

な
ど
を
導
入
し
、
利
用
し
や
す
く
で
き
な
い
か
。

　市では、市民の皆さんとの
「対話」を大切にしています。
「市長とまちづくりを語る会」
のほか、市民と市長が意見交
換を行う「まちづくりミー
ティング」を開催。市ウェブ
サイトでは、市民の方と市長
が対談する「あさけんの部屋」
を配信しています。

　

市
内
全
域
で
、
公
園
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
23
年

度
か
ら
３
カ
年
で
、
国
土
交
通
省
の
補

助
に
よ
り
、
市
内
55
の
公
園
に
つ
い
て

「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
園

施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る
安
全
対
策
の

強
化
と
、
改
築
・
更
新
費
用
に
年
度
毎

の
差
が
出
な
い
よ
う
、
長
寿
命
化
対
策

や
公
園
施
設
の
改
築
・
更
新
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
市
民
の
要
望
や

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
バ
ス
停

の
新
設
、
路
線
経
路
の
変
更
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

利
用
者
の
ご
意
見
を
念
頭
に
置
き
、

今
後
、
し
っ
か
り
と
し
た
現
状
調
査
、

将
来
の
バ
ス
利
用
の
需
要
予

測
を
行
う
な
ど
し
て
、
平
成

27
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
運

行
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
見

直
し
は
、
次
の
２
つ
の
観
点

か
ら
行
い
ま
す
。

１
．
鉄
道
や
既
存
バ
ス
路
線

　

避
難
が
必
要
な
地
震
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
ま
ず
は
一
次
避
難
所
へ
避
難

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
被

害
状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
次
避
難
所
だ

け
で
は
対
応
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

二
次
避
難
所
を
開
設
し
、
市
（
災
害
対

策
本
部
）
か
ら
災
害
情
報
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
か
ら
二
次
避
難
所
開
設

の
知
ら
せ
が
な
い
と
し
て
も
、
必
ず
一

次
避
難
所
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避

難
路
の
寸
断
に
よ
り
一
時
避
難
所
へ
の

非
難
が
困
難
な
場
合
な
ど
、自
治
会
・
自

主
防
災
組
織
の
判
断
で
二
次
避
難
所
へ

避
難
す
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
を
基
に
、
老
朽
化

の
進
ん
で
い
る
公
園
の
再
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

幅
広
く
誰
も
が
利
用
で
き
る
憩
い
の

場
、
交
流
の
場
や
防
災
拠
点
な
ど
重
要

な
役
割
を
担
う
公
園
で
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、
設
計
か
ら

完
成
後
の
維
持
管
理
に
至
る
ま
で
、
自

治
会
と
行
政
が
協
働
で
行
い
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
公
園
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

な
ど
の
公
共
交
通
と
の
連
携
を
軸
に
、

各
地
域
を
主
要
な
駅
や
施
設
、
観
光
地

な
ど
と
結
ぶ
。

２
．
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
本
数
を

増
便
す
る
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
の
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
は
、
全
体
の
公
共
交
通
体

系
の
中
で
、
補
完
が
困
難
な
地
域

に
つ
い
て
対
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
の

利
用
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
見
直

し
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
時
間
短
縮
の
た
め

避
難
計
画
の
再
考
を
。
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第 27 回
市テニス選手権大会

日程　 ▽ 11 月 3 日（日）= シン
グルス ▽ 11 月 4 日（月）= ダブ
ルス（荒天時は 10 日）
場所　市スポーツ広場（各務山
の前町１）
種目　一般シングルス、ダブル
ス（男女共）
対象　市内在住、在学、在勤者
または、市テニス協会に加盟す
る団体に所属している方
費用　市協会加盟団体選手１人

（1 組）2000 円、高校生以下
1500 円、その他 2500 円
申込と詳細　10 月 4 日（必着）
までに、市スポーツ広場にある
所定の申込用紙に
記入し、費用を添
えて（現金書留）
〒 504-8701 那
加官有無番地、市
テニス協会・小
倉☎ 058-382-1
101 内線 2271

日時　10月12日（土）　10:00～
15:00
場所　県営各務原公園（鵜沼大
安寺町 1）
内容　 ▽絵画・工作などのなん
でも芸術コンクール ▽ちびっこ
防火服着用体験 ▽子ども安全免
許証の作成イベント ▽景品が当
たるくじ引きコーナー（事前に
小学校で配布されたチラシ持参）

▽軽スポーツが体験できるレク
リエーションイベント ▽パンや
ジュースなどの販売
備考　雨天時は一部の内容を変
更します
詳細　県営各務原公園管理事務
所☎ 058-370-0202

秋まつり
フェスティバル

日時　10月4日（金） 　13:30～
14:30
場所　総合福祉会館 3 階会議
室 3（那加桜町 2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業体
験。希望者には、就労に関する
個別相談もあります。
申込と詳細　地域活動支援セ
ンター ザールせいすい☎ 058-
235-6080

障がい者就労体験と
就労相談

　「槍ヶ岳開山の祖」播隆上人
ゆかりの市内の史跡をバスでめ
ぐります。参加費無料なので、
気軽に参加してください。
日時　10月16日（水）　9:00 ～
14:00　（雨天決行）
定員　30 人（申込順）
内容　 ▽市内の名号碑（那加門
前町八幡神社境内播隆上人名号
碑、須衛神明社境内播隆上人名
号碑、各務原町名号碑）の見学

▽伊木山播隆上人修行跡地を見
学 ▽伊木山山頂で昼食
持参品　昼食、飲料、動きやす
い服装
備考　中央図書館入り口付近で
集合、解散
申込と詳細　9 月 30 日までに
電話でライフデザイン課☎058-
383-1210

播隆上人ゆかりの地
めぐり

航空自衛隊岐阜基地
見学と昼食体験

期日　10月 24日（木）
場所　航空自衛隊岐
阜基地
対象　市内在住の日
本国籍を有する成人
定員　30 人（抽選）
内容　広報館、展示
機、基地内施設見学と昼食体験
費用　700円（基地昼食代 382
円を含む。当日会場支払）
備考　 ▽ 9:15 産業文化センタ
ー 1 階ロビーに集合、基地ま
で徒歩移動 ▽ 13:30 現地解散

▽緊急事態発生の場合、中止に
なる場合もあります
申込と詳細　9 月 30 日（必着）
までに「氏名、ふりがな、住所、
電話番号、生年月日、年齢、職業、
会社名」を明記し ▽メール＝np
o-k-machidukuri@air.ocn.ne.jp 

▽往復はがき（同一住所につき
連名申込可）＝〒509-0116 緑
苑西 2-81、NPO団体各務原ま
ちづくり・水野☎ 058-370-0
117

次のことを守り、歩行中や自転車、自動車の
交通事故を防止しましょう。
◆夕暮れ時や夜間に外出する時には、明るい
服装と夜光反射材を必ず身に付ける。
◆自転車のライトは早めに点灯する。

9 月21日～30日は秋の全国交通安全運動 ～地域ぐるみで守ろう お年寄りと子ども～
◆運転席、助手席だけでなく、後部座席も必
ずシートベルトを着用する。
◆体格にあったチャイルドシートを着用する。
◆飲酒運転は絶対にしない。
詳細　危機管理室☎ 058-383-1190

　K－POP の 流
れる空間で韓国
伝統茶を味わい
ながら、のんびり
おしゃべりして
みませんか？
日時　9月22日（日）　11:30 ～
14:30
場所　産業文化センター 2階第
1 会議室（那加桜町 2）
内容　韓国茶の無料試飲
詳細　韓国語サークル「サンサ
ン イサン」新谷☎ 090-7952-
9272

韓国伝統茶サロン
～美と健康へのお誘い～
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各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　 http://www.city.kakamigahara.lg.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.lg.jp/

キムチ料理講習会

　各務原キムチ鍋などを作りま
す。
日時　10月19日（土）　10:00～ 
13:00
場所　産業文化センター４階料
理室（那加桜町 2）
定員　20 人（抽選）
講師　吉田佳弘・キムチ日本一
の都市研究会役員
費用　1500 円
申込と詳細　10 月 7 日（必着）
までに「参加者の住所、氏名、
電話番号」を明記し ▽メール =
hip@cci-k.or.jp ▽はがき＝〒
504-0912 那 加 桜 町 2-186、
各務原商工会議所☎ 058-382-
7101

アメリカ中西部
について学ぼう

　アメリカで流行中の「フィッ
シュタコス」を食べながら、市
国際交流員の出身地、アメリカ
中西部のスポーツや文化を学び、
トークを楽しみましょう。
日時　10月18日（金）　10:30～
12:30
場所　産業文化センター４階料
理室（那加桜町 2）
定員　25 人（抽選）
講師　アンドリュー・ゲープ（市
国際交流員）
費用　1000 円（会員 500 円）
持参品　エプロン、三角巾
申込と詳細　10 月 1 日（必着）
までに、「講座名、郵便番号、住
所、氏名、ふりがな、電話番号、
会員かどうか」を明記し ▽メー
ル =kia@city.kakamigahara.
gifu.jp（件名に「異文化紹介講
座：アメリカ中西部について学
ぼう」と明記） ▽往復はがき =
〒 504-8555 那加桜町 1-69、
観光文化課内各務原国際協会事
務局☎ 058-383-1426

【初級韓国語会話】
期日　10月15日～12月17日
の火曜日（全 10 回）
講師　金蓮子・韓国語講師

【初級中国語講座】
期間　10月16日～12月18 日
の水曜日（全 10 回）
講師　菊井沢・中国語講師

【共通事項】
時間　19:15 ～ 20:45
場所　産業文化センター 2 階

（那加桜町 2）
定員　各 20 人（抽選）
費用　8000 円（商工会議所・
国際協会会員 6000 円）
備考　申込は本人のみ
申込と詳細　10 月 4 日（必着）
までに「講座名、郵便番号、住所、
氏名、ふりがな、電話番号、会
員かどうか」を明記し ▽メール
＝ kia@city.kakamigahara.gi
fu.jp ▽ 往復はがき＝〒 504-
8555 那加桜町 1-69、観光文
化課内各務原国際協会事務局☎ 
058-383-1426

初級韓国語・
中国語講座

　コーラス・楽器演奏・民踊の
ステージ発表や誰でも参加でき
る一日講座などが開催されま
す。クラブ・サークルの日ごろ
の活動成果をご覧ください。

クラブ・サークル発表会
生涯学習発表会

期日 場所 内容

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820 10月

5日（土）
6日（日）

中央ライフデザインセンター、
市民会館（蘇原中央町2）

5 日オープニング「蘇原中学校
吹奏楽部の演奏」、茶席、バザー

川島ライフデザインセンター
稲羽会場
☎ 0586-89-3686

稲羽コミュニティーセンター
（上戸町 3）

5 日午後「バイオリンコンサー
ト」

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507 10月

19日（土）
20日（日）

陵南福祉センター、東ライフ
デザインセンター（鵜沼朝日
町 3）

19 日オープニング「筝アンサ
ンブル」（出演：浜池政子・宮
崎千夏子・谷重早侑理）、バザー

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

川 島 ラ イ フ デ ザ イ ン セ ン
ター、川島中学校体育館（川
島河田町）

20 日午後「馬頭琴コンサート
と演奏体験」、バザー

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

10月
26日（土）
27日（日）

西ライフデザインセンター、
あすかホール、エントランス
ホール（那加桜町 2）

26 日オープニング「各務原養
護学校音楽部のハンドベル演
奏」、茶席、軽食あり

【開催日一覧】
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不適正森林開発防止
キャンペーン

　森林を伐採するときは、届出
や許可を受ける必要があります。
　県では、森林管理における法
令遵守を積極的に推進するた
め、9 月 30 日まで、違法な森
林開発の防止を目的としたキャ
ンペーンを実施します。森林内
で不審な「立木伐採」、「掘削」、

「建築物」を見かけ
ましたら、連絡を
お願いします。
詳細　 ▽岐阜農林事
務所林業課☎ 058-
214-7406 ▽ 市 農
政課☎ 058-383-1
129

　航空機事故などが起こった時
の被害を、最小限にとどめるた
めの法律に基づく訓練を行いま
す。訓練に伴って黒煙が発生し
ます。ご理解をお願いします。
日時　9 月 19 日（木）　6:00 ～
8:15（荒天時は 9 月 20 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101

岐阜基地航空機
救難消防訓練実施

花飾り団体へ
花の苗を配布します

　市内の公園や広
場などで花飾りを
し て い る 団 体 に、
花の苗を配付しま
す。

【配布日程（予定）】
①10月25日（金）=
かかみがはら航空宇宙科学博物
館駐車場（下切町 5）② 26 日

（土）= 市役所本庁舎東駐車場
（那加桜町 1）③ 28 日（月）= 日
本ラインうぬまの森駐車場（鵜
沼石山）

【共通事項】
対象　公園・広場・道路沿いな
どで花壇を管理している自治
会、子ども会、シニアクラブ、
花の愛好団体など
花の種類　パンジー（赤・青・白・黄）
申込と詳細　9 月 30 日（消印
有効）までに、水と緑推進課、
市民サービスセンター、川島振
興事務所にある申込書を、郵送
または直接、〒 504-8555 那
加桜町１-69、水と緑推進課☎
058-383-1533

グリーンリサイクル
堆肥の無料配布

　公園などから排出された緑ゴ
ミをリサイクルして作った堆肥
を無料配布します。
日時　10月 31日～ 11 月 2 日
9:00 ～ 15:00
場所　天狗谷集積場（須衛天狗谷）
対象　市内在住の方で、期間中
に引き取りが可能な方
定員　4000 人（抽選）
備考　 ▽ 1 人 3 袋まで ▽ １袋
20 Ｌ ▽引換券の郵送をもって
当選の通知とします ▽記載事項
に不備がある場合は、無効 ▽同
一世帯に限り、一括申込可能 ▽

堆肥の取り置きは不可
申込と詳細　9 月 30 日（必着）
までに、「郵便番号、住所、応
募者全員の氏名（ふりがな）、電
話番号」と「グリーンリサイク
ル申込」を記入し ▽メール =mi 
zumidori@city.kakamigahara.
gifu.jp ▽ 　 ＝058-383-6365 ▽

はがき = 〒 504-8555 那加桜
町 1-69、水と緑推進課☎ 058-
383-1533

国民年金保険料は
口座振替・前納で

　口座振替と前納制度を利用
し、保険料をお得に納付しま
しょう。
振替方法　通常は翌月引落とし
ですが、当月引落とし（早割）に
すると月々 50 円（年間 600 円）
お得です。また、現金納付より
割引額が髙い 6 カ月・1 年前納
もあります。
申込　納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参し、
希望する金融機関または岐阜南
年金事務所（岐阜市市橋 2）へ
詳細　 ▽ 岐阜南年金事務所☎
058-273-6161 ▽市役所市民課
☎ 058-383-1113

住宅・土地統計調査
回答のお願い

　現在、全国で
住宅・土地統計
調査が行われて
います。
　この調査結果は、暮らしと住
まいに関する計画や施策の基礎
資料として幅広く利用されます。
　調査の対象となった世帯に、
調査員が調査票の配布をし、後
日回収します。調査票の回答を
お願いします。
備考　 ▽基準日＝ 10 月 1 日 ▽

調査員は調査員証・立入検査証
を携行しています ▽ インター
ネットによる回答も可能です
詳細　総務課統計係☎ 058-38
3-1111 内線 2205

　どなたでも参加できる無料の
セミナーです。
日時　9 月 28 日（土）　9:30 ～
11:10
場所　中部学院大学各務原キャ
ンパス内グローリアホール（那
加甥田町）
定員　150 人
内容　「健康とくすり」・葛谷
昌之・中部学院大学副学長
申込と詳細　9 月 25 日までに
西ライフデザインセンター☎
058-383-1121

「市民セミナー」
公開講座
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BOOK FESTIVAL
「本の街　かかみがはら」の秋のメーンイベントを開催。
今年も本のチカラでハッピーを届けます！ぜひお越しください。

11月2日（土）10時～　　中央図書館周辺（那加門前町3）

下記イベントは、9月 20日 10時～申込受付スタート。
【トークショウ、絵本ライブ、ワークショップ「しかけえほんをつくろう！」】
メール、電話、または中央図書館窓口で「参加者全員の氏名、住所、年齢、電話番号」をお知らせください。
【青空古本市＆フリーマーケット】申込期限：10月8日まで
市ウェブサイトに掲載されている申込用紙をメール、ファクス、または中央図書館窓口へ
メール＝件名をイベント名にして、library@city.kakamigahara.gifu.jp へ
詳細　中央図書館☎058-383-1122　　058-371-1145

上記以外にも、魅力的なイベントを多数開催！詳細は市ウェブサイトなどをご覧ください。

ワークショップ
　＆トークショウ

青空古本市＆フリーマーケット

絵本ライブ「えほん ときどき あそびうた」

ワークショップ「しかけえほんをつくろう！」

ミズモトアキラをホストに、グラフィックデザイナーとして注目を集めている小
田島等をゲストに迎えて、ワークショップとトークショウを開催。

一日限りの「古本屋さん」「雑貨屋さん」を開店しよう。

時間　10:00～16:00（雨天中止）
定員　各 30 店舗（抽選）
対象　当日店番ができる人（18 
歳未満は保護者の承諾書が必要）
内容　 ▽ 青空古本市 = 古本の
販売（全体の 4 割以下なら雑
貨なども可） ▽フリーマーケッ

　人気の絵本作家、藤本ともひ
こによる絵本の読み聞かせや、
ライブパフォーマンスを行いま
す。サイン会も開催します。

　ページを開くと絵が飛び出
す、そんなしかけえほんをつ
くってみませんか？

◆ワークショップ
「シルクスクリーン印刷」
時 間　11:00 ～ 15:00（ 当 日
会場受付 14:00 まで）
持参品　印刷したい布や紙など
費用　200 円　

時間　10:00 ～ 12:00
定員　20 組（申込順）
対象　3 歳～中学生

ト = 雑貨やおもちゃ、衣類な
どの販売
備考　 ▽搬入出・販売は各自▽
飲食を伴うもの、公序良俗に反
するものの販売不可 ▽青空古本
市とフリーマーケットの重複申
込は不可

◆トークショウ
「わたしの本棚」
時間　16:00 ～ 17:30
定員　50 人（申込順）
備考　5 人まで同時申込可

持参品　クレヨン、サインペン
各色、のり、はさみ
備考　10 歳未満は保護者同伴

時間　13:30 ～ 15:00（13:00
開場）
定員　160 人（申込順）
備考　家族分のみ同時申込可

ミズモトアキラ

藤本ともひこ

小田島等

出版社：講談社
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【日商簿記】
期日　11 月 17 日（日）
費用　1 級7500円、2 級4500
円、3級2500円、4 級1600円
申込期間　9月27日～10月18日

【福祉住環境コーディネーター】
期日　11 月 24 日（日）
費用　2級6300円、3 級4200円
申込期間　9月10日～10月11日

【カラーコーディネーター】
期日　12 月 1 日（日）
費用　2級7140円、3 級5100円
申込期間　9月17日～10月18日

【ビジネス実務法務】
期日　12 月 8 日（日）
費用　2級6300円、3級4200 円
申込期間　9月24日～10月25日

【環境社会（eco）】
期日　12 月 15 日（日）
費用　5250 円
申込期間　10月1日～11月1日

【共通事項】
場所　産業文化センター（那加
桜町 2 ）
詳細　各務原商工会議所☎ 058-
382-7101

商工会議所検定試験

【SolidWorks 基礎・応用】
期間　9 月 17 日～ 27 日（土
日祝を除くを 8 日間）
費用　3 万 9800 円

【金型設計基礎】
期日　9 月 18 日 (水)
費用　1 万 1800 円

【Rhinoceros】
期間　9 月 24 日～ 25日（2 日
間）
費用　1 万 5400 円
備考　市内の方

（大企業は除く）
は減免制度有り
詳細　VRテクノ
センター☎ 058-
379-6370

テクノプラザ
ＣＡＤ研修

登録はお電話で
不用品交換銀行

　再使用できる物の情報を登録
し、無償で希望者に提供します。

【使ってください】

▽テレビ台 ▽家庭用卓球台 ▽折
り畳みベッド ▽ ハムスター用
ケージ

【さがしています】

▽自転車（大人用・子ども用）

▽ビデオデッキ ▽電子オルガン

▽介護用ベッド
備考　8 月 13 日現在の状況
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4230

　子どもの問題で悩む保護者
や、悩みを持つ子どもの相談を
受けつけています（秘密厳守・
匿名）。
日時　平日　9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階
少年センター（那加桜町 2）
相談電話　☎ 058-389-3700
相談内容　子育ての悩み、家庭
のしつけ、友達のこと、その他
詳細　少年センター☎ 058-383-
1739

親と子のための
電話・面接相談

日時　10月12日（土）　9:30 ～
15:30
場所　笠松刑務所（羽島郡笠松
町中川町 23）
内容　施設内見学など
詳細　笠松刑務所☎ 058-387-
5121

笠松矯正展

　歩行者や車の通行の妨げとな
り危険ですので、道路上に物を
置かないようにしましょう。ま
た、樹木 ･ 竹などの植物がせり
出さないよう、適切な管理をお
願いします。
　障害物に起因して事故などが
発生した場合は賠償責任が生じ
ることもあります。
　市民のみなさんが安心して通
行できるよう心がけましょう。
詳細　管理課☎ 058-383-1904

道路は
公共の資産です

　10 月 1 日～
7 日は公証週
間。公証人は、
法務大臣から

任命された法律の専門家です。
公正証書は、争い事を予防する
みなさんの強力な味方です。
　遺言公正証書は、国が公証人
に特に作成する権限を認めたも
のです。その他、お金や土地・
建物の貸借などの各種契約や離
婚（養育費、財産分与、慰謝料
など）、尊厳死宣言、成年後見（任
意後見契約など）に関する問題
など、さまざまな場合に公正証
書は利用できます。

【無料相談】
　公証週間以外でも、無料相談
を行っています。ぜひご利用く
ださい。
相談日　祝日を除く月～金曜日
時間　9:00 ～ 17:00（12:00 ～
13:00 は除く）
場所　アクティブ G 2 階（岐
阜市橋本町 1）
備考　 ▽電話予約が必要 ▽証書
作成の場合は手数料が必要
詳細　岐阜公証人合同役場☎
058-263-6582

契約と遺言は
公正証書で

交通事故発生状況
(前年比)

 人身事故    533 件     + 28 件
 死者　　　     7 人     ± 0 人
 負傷者　    735 人     + 76 人
 物損事故  3418 件     +17 件
 ( 平成 25 年 8 月 31 日現在 )
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　10 月 1 日の「法の日」を記念
して、無料相談会を開催します。
日時　10月5日（土）　10:00 ～
16:00
場所　県司法書士会館（岐阜市
金竜町 5）
内容　県司法書士会岐阜支部会
員による無料登記・法律相談
詳細　県司法書士会事務局☎
058-246-1568

「法の日」無料相談会

　公共施設のサービス向上と管
理運営の効率化のため、市内施
設の指定管理者を募集します。
募集要項　9 月 24 日から各施
設担当課で配布
申込と詳細　10 月 17 日までに
必要書類を各施設担当課

公共施設の
指定管理者を募集

施設名 担当課

那加福祉センターほか11施設

福祉総務課☎058-383-1358
総合福祉会館

川島健康福祉センター

皆楽座

高齢者生きがいセンター稲田園
高齢福祉課☎058-383-1779

川島会館（高齢者生きがいセンター川島園）

商工振興センター

商工振興課☎058-383-9912
東亜町会館

南産業会館

勤労会館
伊木の森
総合体育館

スポーツ課☎058-383-1231

スポーツ広場　ほか1施設

市民球場

勤労者総合グラウンド

飛鳥球場

勤労青少年運動場　ほか３施設

弓道場

川島スポーツ公園野球場　ほか３施設
川島小網堤外グラウンド
那加地区体育館　ほか４施設

各務原リバーサイド21 水と緑推進課☎058-383-1531

【募集施設一覧】

　新年度（平成 26 年 4 月）か
らの保育所（園）入所の申込受
付が 10 月から始まります。
受付期間　 ▽子育て支援課 =10
月 1 日～ 31 日 8:30 ～ 17:15

（土日祝を除く） ▽各保育所＝
下記参照（受付日は全て 10 月）

対象　市内に住民登録され、そ
の家族が居宅内・居宅外労働、
母親の出産、病気、同居親族の
介護、災害などの理由により保
育ができない家庭
備考　 ▽申込用紙は、子育て支
援課、川島振興事務所、保育所
に設置 ▽ 入所案内は、上記の
ほ か、 子 ど も 館、
市民サービスセン
ターに設置
詳細　子育て支援課
☎ 058-383-1154

26 年度保育所（園）
の入所受付

保育所 受付日 受付時間
那加 16日 14:00～ 16:00
雄飛ヶ丘 18日 14:00～ 16:00
那加中央 21日 9:30～ 11:30
尾崎 16日 9:30～ 11:30
更木 7日 9:30～ 11:30
中屋 18日 9:30～ 11:30
前宮 22日 9:30～ 11:30
川島 10日 14:00～ 16:00
川島東 4日 9:30～ 11:30
鵜沼中 15日 9:30～ 11:30
鵜沼西 8日 9:30～ 11:30
鵜沼東 15日 14:00～ 16:00
各務 22日 14:00～ 16:00
蘇原 11日 14:00～ 16:00
新生 11日 9:30～ 11:30
蘇原西 9日 14:00～ 16:00
蘇原南 8日 14:00～ 16:00

　犬山頭首工（ライン大橋）で施
設点検が行われます。木曽川の
水位が上昇したり低下したりし
ます。川の近くで遊ぶ時は、十
分注意してください。
期間　10 月 15 日～ 24 日
詳細　東海農政局犬山頭首工管
理所☎ 0568-61-1003

木曽川の水位変動に
ご注意ください！

不動産無料相談会

日時　10 月１日 (火)　9:30 ～
12:00
場所　産業文化センター 2 階
第 1 会議室（那加桜町 2）
内容　不動産の価格相談・売買
交換・賃貸借・有効利用その他
不動産に関する相談
詳細　(社) 県不動産鑑定士協
会☎ 058-274-7181

　宝くじの収益金は、地域の明
るく住みよい街づくりに使われ
ます。
発売期間　9月20日～10月11日
抽選日　10 月 18 日（金）
費用　各 1 枚 300 円
詳細　（公財）岐阜県市町村振
興協会☎ 058-277-1153

オータムジャンボ
県内で購入を！
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期日　10 月 31 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　平成 23 年 10 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入済のもの）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

2 歳児歯科教室

　お子さんの成長を自分で確認
しませんか。ぜひ、お越しくだ
さい。
期日　10 月 23 日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会
館（那加桜町 2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育
児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

　ことばや行動などに心配のあ
る幼児の相談を行います。
日時　▷ 10 月 4 日＝那加・川
島・蘇原▷ 10 月 11 日＝鵜沼・
稲羽に在住の方　いずれも金曜
日　9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　駐車料補助あり
申込と詳細　予約が必要。健康
管理課☎058-383-1116

ことばの相談

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間の急病には

医療機関 詳細

休日に
急病のとき

 10 月の休日急病診療所
 ☎ 058-383-9151 
 （受付時間中のみ）

那加桜町 2、総合福祉会館内 /6 日（日）・13 日（日）・14 日（祝）・
20 日（日）・27 日 (日)
9:00 ～11:30、13:00 ～ 15:30/ 内科・小児科

 10 月の歯科救急当番

  6 日（日）/ 都クリニック☎ 058-385-4838/ 鵜沼羽場町 5
13 日（日）/ 苅谷歯科医院☎ 058-382-0279/ 小佐野町 6
20 日（日）/ 北山歯科医院☎ 058-384-4180/ 鵜沼西町 3
27 日（日）/ いちょう通り歯科☎ 058-383-8030/ 蘇原瑞雲町 4
いずれも 9:00 ～15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間
お子さんが
急病のとき

 小児夜間急病センター
 ☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 )/ 月～土曜日 ( 祝日除く )
19:30～23:00(受付は 22:30 まで)/ 小児科(対象は15 歳以下)

 岐阜市休日急病センター
 ☎ 058-253-7277（診療日のみ）

岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 )/ 日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00( 受付は 22:30 まで )/ 内科・小児科

 小児急病センター
 ☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1( 岐阜県総合医療センター救急外来 )
小児科 ( 対象は 15 歳以下 )

医療機関を
電話で案内

 救急医療情報センター
 ☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2 時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。母子健康手帳と駐車場入
口で受け取った駐車券を健康管
理課へ提出してください。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に記載
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

健康診査などに駐車料補助

日時　10 月 10 日（木）9:30 ～
11:30
場所　総合福祉会館１階（那加
桜町 2）
対象　分娩予定日が平成 26 年
1 月 1 日～ 2 月 28 日の妊婦
内容　母と子の制度、母乳育児
の勧め、妊婦体操、リラックス
法、グループワーク
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料、筆記用具
備考　 ▽夫の参加も可能 ▽動き
やすい服装 ▽駐車
補助あり
申込と詳細　健康
管理課☎058-383-
1116

マタニティ－広場２

精神科医による
こころの健康相談

日時　10月10日（木）　13:30～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　予約が必要
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004
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期日　10 月 15 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　市内在住の中高年の方
内容　生活習慣病
予防などの健康相
談、血圧測定、尿
検査、栄養・歯科
相談
持参品　健康手帳
申込と詳細　予約が必要。健康
管理課☎ 058-383-1115

10 月の健康相談

　市医師会が認定した相談医に
相談ができます。相談は無料で
す。気軽に申し込みください。
日時　10月17日（木）　13:30～
14:30（15 分程度）
場所　東海中央病院 1 階（蘇
原東島町 4）
対象　 ▽原則、認知症の心配があ
る方の家族 ▽主治医がいない方
定員　4 人（申込順）
申込と詳細　9 月 30 日までに
高齢福祉課☎ 058-383-1779

もの忘れよろず相談

ベーチェット病医
療講演会

　ベーチェット病は
どういう病気なの
か、その症状や検査・
治療についての講演
会と相談会を開催し
ます。わかりやすい
説明です。お気軽に
ご参加ください。
日程　9 月 29 日（日） ▽ 講演会
=13:30 ～14:30（13:00～会場
受付） ▽相談会 =14:45 ～ 15:45

▽個人相談 =15:45 ～ 16:15
場所　中央ライフデザインセン
ター３階多目的ホール（蘇原中
央町 2）
内容　「ベーチェット病治療の
新たな展開」森田浩之・岐阜大
学医学部附属病院総合内科
詳細　岐阜県稀少難病友の会

（くぬぎの会）事務局☎058-
386-9049

対象　市内在住の 20～74歳
定員　各30人（抽選・国保加入
者優先）
講師　武藤孝子・各
務原健体康心会代表
持参品　バスタオル
・体操のできる服装
申込と詳細　10月4
日までに医療保険課
☎ 058-383-1099

気功で風邪予防
国保健康づくり講座

場所 期間 曜日 時間

鵜沼
福祉センター

（鵜沼羽場町1）

10月15日～
11月26日 火

13:15
　～
14:45

陵南
福祉センター

（鵜沼朝日町2）

10月17日～
11月28日 木

  9:15
　～
10:45

蘇原
福祉センター

（蘇原吉新町2）

10月18日～
11月29日 金

13:15
　～
14:45

鵜沼東
福祉センター

（鵜沼山崎町4）10月21日～
12月9日

（11月4日は
除く）

月

13:15
　～
14:45

那加
福祉センター

（那加雲雀町）

19:15
　～
20:45

日程　下表の通り（各全 7 回）

　学習サポーターと一緒に、簡
単な読み書きや計算を楽しく行
いながら、認知・コミュニケー
ション機能を高めましょう。
日程　下表の通り (各全19回)

対象　自力で教室に通える、市
内在住の 65 歳以上の方
定員　各 20 人（選考）
費用　月 2000 円 ( テキスト代 )
申込　9 月 16 日～ 27 日に
直接、高齢福祉課で申込書を記入
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779

認知症予防に
脳のパワーアップ教室

場所 期間 曜日 時間

蘇原
福祉センター

（蘇原吉新町2）
10月22日

～
平成26年
3月13 日

火 ①
9:30
　～
10:30

②
10:30
　～
11:30

総合福祉会館
（那加桜町2） 水

鵜沼東
福祉センター

（鵜沼山崎町4）
木

日時　10月27日（日）　10:00～
12:00
場所　東海中央病院 3 階会議
室（蘇原東島町４）
対象　妊娠 16 ～ 34 週の初産
の妊婦と夫
定員　15 組程度（申込順）
内容　赤ちゃんとのコミュニ
ケーション、アイコンタクト、
抱っこのポイントなど
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、はさみ
備考　動きやすい
服装で参加
申込と詳細　健康
管理課☎058-38
3-1116

出産前子育て講座

日時　10月9 日（水）　10:00 ～
12:00（受付は 11:30 まで）
場所　東海中央病院１階（蘇原
東島町４）
内容　 ▽ 生活習慣病予防や健
診・予防接種の紹介、血圧測定

▽高齢者福祉サービスや介護保
険紹介 ▽障がい福祉サービスの
内 容 と 手 続 方
法 の 紹 介 ▽ 国
保・後期高齢者
医療の相談、福
祉医療の紹介
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115

健康福祉相談

13� 広報かかみがはら 2013.9.15



カ
ル
チ
ャ
ー
か
か
み
が
は
ら
●

中央図書館
058-383-1122

1
（火）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:40 ～ 14:10 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 おがせ公園

2
（水）

9:40 ～ 10:10 つつじが丘ふれあいセンター①
10:30 ～ 11:00 鵜沼台中央公園
13:40 ～ 14:10 尾崎サービスセンター前
14:20 ～ 15:00 東海学院大学短期大学部南

3
（木）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:30 ～ 11:00 月丘団地西側
13:40 ～ 14:10 JA 西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

8
（火）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:20 ～ 11:00 新鵜沼台コミュニティセンター①
13:40 ～ 14:10 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

9
（水）

9:40 ～ 10:10 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:00 川島振興事務所西駐車場
13:40 ～ 14:10 大佐野町公民館
14:20 ～ 15:00 三井山官舎①

10
（木）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
　10:30 ～ 11:00 三ツ池町3丁目（ヴァンデュール各務原前）

13:40 ～ 14:10 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

17
（木）

　9:40 ～ 10:10 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘ふれあい会館
13:40 ～ 14:10 丸子町ふれあいセンター
14:30 ～ 15:00 鵜沼福祉センター

22
（火）

9:30 ～ 10:00 山の前公民館
10:20 ～ 11:00 松が丘松田北公園
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:30 ～ 15:00 中山道鵜沼宿駐車場

23
（水）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
　出前図書館 企業・団体などの依頼を募集中です
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

24
（木）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:20 ～ 11:00 東ライフデザインセンター②
13:30 ～ 14:00 各務原区コミュニティセンター
14:20 ～ 15:00 新鵜沼台コミュニティセンター②

29
（火）

9:40 ～ 10:20 三井山官舎②
10:30 ～ 11:00 稲羽ふれあいセンター
13:40 ～ 14:10 蘇原ふれあいセンター そらーら
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

30
（水）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:30 ～ 11:00 鵜沼南町会館
13:30 ～ 14:00 大野町公民館
14:20 ～ 15:00 慈光園

● 10 月の巡回図書日程

●パソコン講習会
　「年賀状を作成してみましょう①」
日時／10月22日～25日　9:15～12:15（全4回）
場所／中央図書館 4 階パソコン研修室
対象／市内在住、在勤、在学の方
定員／ 38 人（抽選）
費用／ 2000 円
備考／ＯＳはウィンドウズビスタ
申込と詳細／ 10 月 1 日( 必着 )までに「講習会名、郵
便番号、住所、氏名、ふりがな、電話番号」を ▽メール
＝ media-kousyu@city.kakamigahara.gifu.jp
( 件名に講習会名を明記 ) ▽往復はがき＝中央図書
館 4 階パソコン講習会係☎ 058-383-1124（返信
用にあて先を明記）

所在地・休業日／15ページに掲載

観光文化課
058-383-1042

所在地／那加桜町2、産業文化センター6階
休業日／土・日曜日

●図書館展示コーナー
◆川島ほんの家 　「シニアの参考書」10月 3 日まで
◆中央ライフデザインセンター図書室　「賞を受賞
した本」10 月 3 日まで
◆もりの本やさん　「秋のえほん」「いろんなむかし
話の本」11 月 14 日まで

●市民ギャラリー催し物
◆熱田彩雲習字教室　秋の展示会
日時／9 月 28 日・29 日　9:00 ～18:00(28 日は
10:00 ～ )
詳細／向井☎ 080-2667-6730

●市美術展
　一般から募集した日本画、洋画、彫刻・工芸、デ
ザイン・イラストレーション、書、写真の全 6 部門
の入賞、入選作品を展示します。
期間／ 10 月 6 日～13 日　10:00 ～17:00、11 日

（金）のみ 19:00 まで延長展示
場所／産業文化センター 1 階あすかホール、エン
トランスホール（那加桜町 2）
備考／ ▽ 表彰式は 10 月 6 日（日）　9:30 ～産業
文化センター 2 階第 3 会議室 ▽講評会は表彰式終
了後にあすかホールで開催

中央ライフデザインセンター
058-389-1820

●親子でチャレンジ！
　「いも掘り＆たき火でクッキング」
日時／ 10 月 20 日（日）　9:30 ～ 11:30
場所／観光いもほり園（蘇原中央町、市民会館北）
対象／年少～小学 6 年生の子どもと保護者（子ど
ものみの参加は不可）
定員／ 12 組（抽選・2 ～ 3 人で 1 組）
費用／ 1 組 300 円（受講料）、1 人 10 円（保険料・
人数分）、1 組 1300 円（いも掘り代など）
申込と詳細／10 月1日（必着）までに、「講座名、郵
便番号、住所、参加者氏名、子どもの学年、電話番
号」を ▽メール＝chuolife@city.kakamigahara.g
ifu.jp ▽往復はがき＝中央ライフデザインセンター

所在地／〒504-0813蘇原中央町2-1-8
休業日／月曜日・祝日
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●中央図書館☎ 058-383-1122 ／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内）、9 月 17 日、18 日、24 日、
25 日、30 日、10 月 4 日、7 日、15 日、16 日、21 日、28 日休館
●もりの本やさん・森の交流館☎ 058-370-7175 ／鵜沼字石山／中央図書館に同じ休館
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-383-2125 ／蘇原中央町 2-1 ／中央図書館に同じ休館
●川島ほんの家☎ 0586-89-5610 ／川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）／中央図書室に同じ休館
●川島ライフデザインセンター☎ 0586-89-3686 ／川島河田町 1028-1 ／月曜日・祝日は休館

音楽の街　各務原

●第 5 回各務原音楽コンクール
　岐阜県在住・出身の演奏家が、音楽性や技術を競
います。審査員は、世界的ピアニスト・上原彩子さ
んを指導した江口文子さんをはじめとする昭和音楽
大学の先生方です。レベルの高い演奏が聴ける機会
です。ぜひ応援に来てください。
日時／ 9 月 23 日（月・祝）　10:00 ～
場所／文化ホール（蘇原中央町 2）
出場部門／ピアノ、声楽、弦楽器（バイオリン・チェ
ロ）、管楽器（フルート・アルトサックス・トランペッ
ト・チューバ）、打楽器（マリンバ）
備考／ ▽コンクールは一般公開（無料）で行います

▽同日 14:30 ～ YOUNG コンサート 2013 開催 ▽

YOUNG コンサート終了後に審査結果発表および
表彰式を行います
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

● YOUNG コンサート 2013
　市内在住、出身で、音楽家を目指
してがんばっている若い方たちによ
るフレッシュなコンサートです。

期日／9 月23日（月・祝）14:30 ～
場所／文化ホール ( 蘇原中央町 2)
出演／橋本凜々（ピアノ・蘇二小 3
年）、勝村光貴（ピアノ・鵜二小 4 年）、堀江瑠衣（ピ
アノ・那加三小 5 年）
ゲスト／佐部利弦（ピアノ・第 4 回各務原音楽コン
クール審査員特別賞受賞）
備考／同日 10:00 ～第 5 回各務原音楽コンクール
開催
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

歴史民俗資料館
058-379-5055

●竹林伐採体験と竹飯づくり
　竹林保全について学び、竹飯、竹細工を作ります。
日時／ 10 月 20 日（日）　9:30 ～ 12:00
場所／かさだ広場（川島笠田町）

●竹灯篭とバームクーヘンづくり
　伐採した竹の利用法を学び、竹を使って竹灯篭や
バームクーヘンを作ります。
日時／ 10 月 27 日（日）　9:30 ～ 12:00
場所／河川環境楽園自然発見館（川島笠田町）
【共通事項】
対象／小学生以上（小学 3 年生以下は保護者同伴）
定員／各 25 人（申込順）
費用／各 300 円（材料費）
持参品／軍手・タオル・飲み物・帽子・作業のでき
る服装
備考／岐阜県森林・環境基金による講座です
申込と詳細／ 9 月 20 日～直接川島ライフデザイン
センター

川島ライフデザインセンター
0586-89-3686

【第3会場】
期間／ 11 月 8 日～ 17 日　9:00 ～ 17:00
場所／中山道鵜沼宿脇本陣（鵜沼西町 1）

●「石碑の拓本」講座
　鵜沼宿に残る石碑で、画仙紙に文字を写し取る拓
本の実習を行います
日時／ 10 月 10 日（木）　10:00 ～15:00（中山道
鵜沼宿町屋館に集合・雨天中止）
定員／ 20 人（申込順）
費用／ 330 円（資料、保険料含む）
申込／ 9 月 28 日までに、電話で歴史民俗資料館

所在地／鵜沼西町1-116-3
休業日／月曜日、祝日の翌日休業

●企画展「懐かしの昭和 50年前のお茶の間」
　連動企画　ガイド＆市民が語る50年前のくらし
日時／9 月 21 日（土）13:30～ 15:00
場所／中山道鵜沼宿町屋館（鵜沼西町 1）
定員／ 20 人（当日受付順）
内容／中山道鵜沼宿ボランティアガイドによる企画
展の案内と、50 年間のくらしについての対談

●市制 50 周年記念事業 
　巡回パネル展「郷土の英雄‘村国男依’」
　各務原市ゆかりの豪族・村国男依のパネル展を開
催。期間中の土・日・祝日には中山道鵜沼宿ボラン
ティアガイドが展示の説明をします。
【第1会場】
期間／ 10 月 16 日～ 21 日　9:00 ～ 17:00
場所／産業文化センターエントランスホール（那加
桜町 2）
【第2会場】
期間／ 10 月 23 日～ 11 月 4 日　9:00 ～ 17:00
場所／木曽川文化資料館（川島松倉町）

所在地・休業日／下記に掲載

→

→
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将来の夢につなげて

緑陽中学校

　

僕
た
ち
の
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
緑
陽
タ
イ

ム
と
言
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

緑
陽
タ
イ
ム
の
テ
ー
マ
は
キ
ャ

リ
ア
学
習
で
す
。い
つ
も
は「
生

き
る
」
と
い
う
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

を
使
っ
て
、
自
分
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
て
い
ま
す
が
、
車
山

高
原
で
の
宿
泊
学
習
や
職
業
講

話
で
、
実
際
に
体
験
し
た
り
校

外
の
講
師
か
ら
お
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
普
段
は
学
べ
な
い
こ

と
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
宿
泊
学
習
で
は
、
養
鶏

に
つ
い
て
体
験
し
ま
し
た
。
校

区
に
は
な
い
お
仕
事
と
い
う
こ

と
で
選
び
ま
し
た
。
僕
は
収
卵

を
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
臭に
お

い

が
強
く
親
鶏
の
と
こ
ろ
か
ら
一

つ
一
つ
集
め
る
の
は
と
て
も
骨

の
折
れ
る
作
業
で
し
た
。日
頃
、

僕
た
ち
が
何
気
な
く
食
べ
て
い

る
卵
1
つ
に
し
て
も
、
こ
ん
な

苦
労
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

る
の
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
に
職
業
講
話
で
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
、
現
在
の
就
労
状
況
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ

リ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
立
場
と

正
社
員
と
の
生
涯
給
与
額
が
大

幅
に
違
う
こ
と
を
知
り
、
将
来

家
族
を
養
う
た
め
に
は
し
っ
か

り
と
し
た
立
場
で
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
ま
た
責
任
を
果
た
す

こ
と
の
重
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
仕
事
を
す
る
と
き
に
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
今
自
分
が

す
る
べ
き
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と

だ
と
思
い
、
今
か
ら
将
来
後
悔

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
、
将
来
な
り
た
い
仕
事

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
養
鶏
の
体
験
や
職
業

講
話
を
通
し
、
人
に
関
わ
る
仕

事
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
、
そ

し
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
い
う
方
向
性
が
で

き
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
職
場
体
験
学
習
を

行
い
ま
す
。
僕
は
人
と
関
わ
る

と
い
う
点
か
ら
、
幼
稚
園
を
第

1
希
望
に
選
び
ま
し
た
。
子
ど

も
と
触
れ
合
う
だ
け
で
な
く
、

同
じ
職
場
の
人
や
保
護
者
の
方

と
も
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

宿
泊
学
習
や
職
業
講
話
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
与
え
ら

れ
た
責
任
に
精
い
っ
ぱ
い
取
り

組
み
、
こ
の
貴
重
な
体
験
を
も

と
に
、
自
分
の
将
来
の
夢
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
後
藤
賢
造
さ
ん
（
2
年
生
）

●
さ
く
ら
☎
０
５
８（
３
８
３
）

７
６
１
３
那
加
桜
町
２（
総
合

福
祉
会
館
２
階
）木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
☎
０
５
８（
３
７
０
）

０
５
０
０
鵜
沼
朝
日
町
３ 

月
・

祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
☎
０
５
８（
３
７
９
）

１
１
７
７
鵜
沼
東
町
６ 

木
・
祝

日
休

●
そ
は
ら
☎
０
５
８（
３
８
３
）

５
２
８
５
蘇
原
野
口
町
１
（
蘇

原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２

階
）
月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
☎
０
５
８
６（
８
９
）

２
６
３
４
川
島
松
原
町
（
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）土
・

日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時

●
子
育
て
講
演
会

日
時　

11
月
30
日（
土
）　

10
時
～

12
時

場
所　

あ
さ
ひ
子
ど
も
館

定
員　

１
５
０
人

内
容　
「
愛
が
伝
わ
る
幸
せ
子

育
て
」
北
村
年
子
・
自
己
尊
重

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

申
込　

▽
10
月
22
日
～
各
子
ど

も
館
で
整
理
券
配
布
▽
託
児

（
定
員
30
人
）は
9
時
～
、
あ
さ

ひ
子
ど
も
館
で
直
接
（
13
時
～

電
話
も
可
）

備
考　

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
子
育
て
講
座
「
料
理
講
座
」

日
程　

▽
11
月
7
日
（
木
）
＝

か
わ
し
ま
▽
8
日
（
金
）
＝
あ

さ
ひ
▽
12
日
（
火
）
＝
さ
く
ら

い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

定
員　

各
20
人
（
申
込
順
・
託

児
あ
り
）

申
込　

10
月
16
日　

9
時
～
各

子
ど
も
館
で
受
付
（
13
時
～
電

話
も
可
）

備
考　

当
日
、
材
料
費

が
必
要
で
す

●
小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

日
時　

10
月
5
日（
土
）・

26
日（
土
）▽
入
門
コ
ー

ス
＝
13
時
30
分
～
14
時

30
分
▽
初
級
コ
ー
ス
＝

14
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
（
学
童
保
育
室
）

●
10
月
の
移
動
子
ど
も
館

日
時　

10
月
8
日（
火
）　

10
時

～
11
時
30
分

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ
あ
い
会

館
（
尾
崎
西
町
１
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児
親
子

（
乳
幼
児
の
み
は
不
可
）

内
容　

体
操
・
手
遊
び
・
季
節

の
歌
・
紙
芝
居
な
ど
。
育
児
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
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み
ん
な
の
広
場
●

ささえ合う都市
みんな集合

ささえ合う都市
みんな集合KAKAMIGAHARA CITY

50th ANNIVERSARY

ＮＰＯ法人
ナルク各務原

11
月
に
行
わ
れ
る
男
依
歌
舞
伎
で
主
役
を
務
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
川
菜な

つ

き月
さ
ん

　

私
た
ち
、「
ニ
ッ
ポ
ン
・
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
・
ク
ラ
ブ

（
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
・
通
称
ナ
ル
ク
）」

は
、
平
成
６
年
に
大
阪
で
設
立

さ
れ
、
現
在
は
全
国
に
１
２
６

拠
点
、
約
３
万
人
の
会
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
ナ
ル
ク
各
務

原
も
そ
の
活
動
拠
点
の
１
つ

で
す
。

　
「
会
員
同
士
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
助
け
合
い
、
住
み
よ

い
環
境
を
作
る
」。
こ
の
ナ
ル

ク
の
基
本
を
支
え
て
い
る
の

が
時
間
預
託
制
度
で
す
。

　

時
間
預
託
制
度
と
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
時
間

を
１
時
間
１
点
と
し
、
ナ
ル
ク

に
預
託
し
て
お
き
、
自
分
や

親
・
配
偶
者
が
困
っ
た
と
き

に
、
こ
の
預
託
し
て
お
い
た
点

数
を
使
い
、
他
の
会
員
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
提
供
を
受
け

る
、
会
員
相
互
が
助
け
合

う
独
自
の
制

度
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

ま
た
全
国
共

通
シ
ス
テ
ム

で
、
ど
の

拠
点
で
も

使
用
す
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ナ
ル
ク
活
動
は
、
こ
の
時
間

預
託
の
他
に
も
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
・
子
育
て
支
援
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
提
供
し
た

り
、
会
員
た
ち
は
サ
ー
ク
ル
活

動
と
し
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・

お
茶
会
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
、
こ

の
超
高
齢
化
社
会
を
共
に
助
け

合
い
、
地
域
貢
献
で
社
会
の
役

に
立
ち
な
が
ら
「
生
き
が
い
」

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

詳
細　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ル
ク
各

務
原
・
池
田
☎
０
９
０
（
５
８

７
４
）
９
８
８
０　

「
初
主
演
の
舞
台
。
手
探
り
だ
け
れ
ど

　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ
た
い
」

　

各
務
原
市
制
50
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
、
11
月
に
村
国
座

で
上
演
さ
れ
る「
男
依
歌
舞
伎
」。

そ
の
舞
台
で
主
役
を
務
め
る
の

は
、
中
部
学
院
大
学
に
通
う
柴

川
菜
月
さ
ん
だ
。

　

伝
統
芸
能
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の
と
き

に
受
け
た
体
験
授
業
。
日
本
舞

踊
を
選
択
し
た
友
だ
ち
が
、
浴

衣
姿
で
扇
子
を
持
っ
て
舞
う
姿

が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。

以
来
、
伝
統
的
な
も
の
に
漠
然

と
憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
学

生
に
な
っ
て
「
名
古
屋
む
す
め

歌
舞
伎
」の
存
在
を
知
り
入
門
。

　

自
分
に
も
で
き
そ
う
だ
と
思

い
飛
び
込
ん
だ
世
界
だ
が
、
見

る
の
と
や
る
の
と
で
は
大
違
い
。

挨
拶
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、

そ
れ
ま
で
の
自
分
の
礼
儀
作

法
が
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
も
っ
と
し
っ

か
り
学
び
た
い
と
、
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
は
、
自
宅
か
ら
片

道
40
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
稽

古
場
に
ほ
ぼ
毎
日
通
っ
た
。

　

大
学
で
は
経
営
学
を
学
び
、

「
将
来
は
む
す
め
歌
舞
伎
の
運

営
に
役
立
て
た
い
」と
先
を
見
据

え
て
い
る
。

　

主
役
を
演
じ
る
の
は
、
今
回

が
初
。
歌
舞
伎
の
稽
古
を
始
め

て
５
年
目
で
の
、
異
例
の
大
抜

擢
だ
。
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
か
か
る
が
、師
匠
か
ら
は「
良

い
機
会
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

重
圧
も
プ
ラ
ス
に
変
え
て
」
と

言
わ
れ
奮
起
し
、
稽
古
に
も
熱

が
入
る
。

　

男
依
歌
舞
伎
は
今
回
の
上
演

の
た
め
、
伝
統
的
な
歌
舞
伎
の

演
目
「
娘
道
成
寺
」
を
ア
レ
ン

ジ
し
書
か
れ
た
も
の
。
手
本
が

な
い
た
め
苦
労
も
多
い
。「
脚
本

の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る

し
、
役
の
解
釈
で
悩
む
こ
と
も

あ
る
。
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
で

作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
は
大
き

い
」
と
前
向
き
だ
。

　

小
柄
な
柴
川
さ
ん
だ
が
、
歴

史
あ
る
村
国
座
の
舞
台
で
、
迫

力
あ
る
演
技
を
見
せ
て
く
れ
る

に
違
い
な
い
。
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写
真
で
振
り
返
る

写
真
で
振
り
返
る

50
年
50
年

か
か
み
が

は
ら
の

1977 年
（昭和52年）

連
載
小
説「
壬
申
の
あ
と
さ
き
」

大
海
人
皇
子
の
舎と
ね
り人

の
一
人
・
大お
お
ぎ
た
の
え
さ
か

分
恵
尺
で

あ
っ
た
。

　や
が
て
、
都
の
親
天
智
派
の
後
ろ
盾
に
よ

り
大
友
皇
子
が
太だ

じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
の
座
に
就
い
た
。

こ
れ
を
機
に
大
海
人
皇
子
は
兄
天
智
帝
の
病

気
平へ

い

癒ゆ

を
祈
願
す
る
口
実
で
吉よ
し

野の

へ
の
隠い
ん
せ
い棲

を
宣
言
し
、
す
ぐ
さ
ま
髪
を
下
ろ
し
少
人
数

だ
け
を
引
き
連
れ
山
に
籠こ

も

っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
朝
廷
内
部
も
大
海
人
派
と
大
友

派
に
分
か
れ
、
ま
さ
に
一
触
即
発
の
事
態
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
。

― 

つ
づ
く

12

作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

　天て
ん

智ち

帝
に
は
大お
お
と
も
の
お
う
じ

友
皇
子
と
い
う
子
が
い

た
。
当
然
な
が
ら
天
智
帝
と
し
て
は
次
な
る

帝
位
に
誰
に
就
か
せ
る
は
最
も
重
要
な
る
決

定
事
項
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
身
命
を
賭
し

て
天
智
を
補
佐
し
て
働
い
て
く
れ
た
皇
太
弟

の
大お

お

海あ

人ま
の
お
う皇
子じ

、
最
愛
な
る
采う
ね

女め

の
伊い

が賀

宅や
か
こ
の子

娘い
ら
つ
めと

の
間
に
出
来
た
大
友
皇
子
。
天
智

に
は
か
け
が
え
の
な
い
二
人
だ
っ
た
。

　そ
う
思
い
つ
つ
天
智
の
容
態
は
日
増
し
に

悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
天
智
に
と
っ
て
己
が

ま
だ
中

な
か
の

大お
お
え
の
お
う

兄
皇
子じ

と
名
乗
っ
て
大た
い

化か

の
改か
い
し
ん新

を
成
し
遂
げ
た
時
の
盟め

い
ゆ
う友

・
中な
か
と
み
の
か
ま
た
り

臣
鎌
足
が
、

先
年
に
息
を
引
き
取
っ
た
の
も
病
い
を
重
く

す
る
引
き
金
に
も
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郭か

く

務む

悰そ
う

を
中
心
と
す
る
新し
ら
ぎ羅

か
ら
の
使
節
団
が

大
挙
来
日
し
大だ

宰ざ
い

府ふ

に
滞
在
し
て
い
て
、
や

が
て
都
に
入
ろ
う
と
時
期
を
窺

う
か
が
っ
て
い
る
と

い
う
情
報
が
病
床
か
ら
起
き
上
が
れ
な
い
原

因
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
新
羅
の
使
節

団
を
大
宰
府
で
も
て
な
し
な
が
ら
足
止
め
さ

せ
、
都
入
り
の
時
間
稼
ぎ
を
し
て
い
た
の
が
、

采女（うねめ）…天皇や皇后などの側に仕えた女官。　大化の改新（たいかのかいしん）…645年に行われたとされる政治改革。

新羅（しらぎ）…古代、朝鮮半島の南東部にあった国。　舎人（とねり）…古代、天皇や皇族の周辺に仕えた者。

　

市
内
唯
一
の
総
合
病
院
で
あ
る
東
海
中
央

病
院
。
建
物
の
老
朽
化
と
施
設
が
手
狭
に

な
っ
た
た
め
、
昭
和
52
年
11
月
に
那
加
桜
町

か
ら
市
民
会
館
西
の
蘇
原
東
島
町
に
移
転

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

同
病
院
は
、当
初
、
昭
和
12
年
に
川
崎
病

院
と
し
て
診
療
を
開
始
。そ
の
後
に
経
営
が

か
わ
り
、
同
33
年
に
東
海
中
央
病
院
と
し
て

開
院
。
以
後
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　

時
を
経
て
平
成
23
年
３
月
、
現
在
の
新
病

院
が
落
成
し
た
の
は
、
私
た
ち
の
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

那加桜町から市民会館西 ( 蘇原東島町 ) に
移転工事中の東海中央病院
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　川島渡町「天然鮎の競り市」

企画展「懐かしの昭和 50 年前のお茶の間」　

　夏休みチャレンジ講座「マイキャンドル作り」

昭和の時代へタイムスリップ！
　ガチャガチャ回すチャンネルのテレビや、ちゃぶ
台など、50 年前のお茶の間が鵜沼の町屋館に登場 !
　これは、市が誕生したころの生活様式を振り返っ
てみようという企画展。市民の皆さんから寄せられ
た貴重な道具や、今と昔の街並みを写真パネルで比
べるコーナーなどで、訪れる方を昭和の時代へと誘
います。シニア世代は「すごく懐かしいねえ」と感
慨深げ。意外にも、当時を知らない子どもたちも、
初めてみる生活道具に大盛り上がり ! 来年 1 月末ま
で開催しています。ぜひご来館ください。

川島渡町伝統の競り市が始まる !
　毎年 8 月中旬から開催される鮎の競り市。とれた
ての新鮮な天然鮎を買い求めようと、早朝から地元
の方が集まりにぎわっています。
　会場では「アンコ」と呼ばれる競り人の、独特の
掛け声が響きます。木箱 (セイロ) は 1 箱約 1 ㎏、大
きい鮎で 8 匹、小さいものでは 30 匹近くが詰まって
います。この日は、20 箱以上が競りに出されました。
競り人の川瀬博さんは「一般の方も OK です。気軽
に参加して」とのこと。10 月 20 日まで、毎朝 6 時
から開催されます。　(8 月 29 日・渡北公民館北側 )

謎のイベントの正体は ?
　毎回、楽しいイベントで来場者を楽しませてくれ
る市民プール。今回は「シークレットイベント」と
題して、開催時まで、内容が秘密にされた催しが行
われました。
　当日、わくわくしながらプールサイドに待ち並ん
だ大勢の皆さん。時間ぴったりに始まったのは、屋
外プールを使っての浮輪投げゲーム ! 挑戦者を応援
したり、輪投げの結果に一喜一憂したりと、子ども
はもちろん、大人もついつい夢中になって、夏の楽
しいひとときを過ごしました。            (8 月 17 日） 

                市民プール・シークレットイベント

素敵なキャンドルができた !!
　市内の小学生、延べ 120 人がキャンドル作りに挑
戦しました。
　作り方は、溶かしたロウを水風船に付けて固め、
小さな折り紙の飾りでデコレーションするというも
の。どの子も真剣に取り組み、できあがったマイキャ
ンドルを嬉しそうに何度も眺めていました。今回の
作品は、2000 個のキャンドルがきらめく「かかみ
がはらキャンドルナイト（12 月 1 日・河川環境楽園）」
で点灯し、市制 50 周年を祝います。

（８月７日・川島ライフデザインセンター）
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環
境
保
護
の
た
め
植
物
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 市人口/148,9784人〔男73,716人 女75,262人〕世帯数 /56,484世帯（平成25年8月1日現在）

広
報
各
務
原　

平
成
25
年
９
月
15
日
号
（
第
１
２
０
９
号
）

内村　俊
しゅ ん た

太くん　　（Ｈ 20.1.26 生）
　　　歩

あ ゆ む

夢くん　　（Ｈ 21.12.6 生）岩井　悠
ゆ う き

姫ちゃん（Ｈ 23.8.4 生）

ケタケタ笑い合い、おしゃべりする姿
が微笑ましいです。いつまでも2人仲
良くしてね。（お父さんの俊一さん、お
母さんの真理子さん・松が丘）

悠は私たちの最高の癒しだよ♡歌やお
しゃべりが大好きな悠★素敵な女の子
になぁ～れ♡（お父さんの将之さん、
お母さんの美奈さん・小佐野町）

退職したら、本格的に油絵を
描いてみたいと思っていました。
4年前、10 日間の講座に参加し、

その後、サークルに入って仲間と一緒に
楽しく描いています。

題材は、旅の思い出や心に残った景色などさまざま。
この作品は、会社のOB会の旅行で訪れた

春の松代城跡の風景です。

民ギャラリー市
油絵「松代城跡」

藤森克範さん・新鵜沼台
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